
 
【10月の行事予定】 

１日(日) 豊年祭(各集落) 
  ４日(水) 豊年祭(押角) 
  ５日(木) 児童会 
  ８日(日) 町民体育大会 

９日(月)  体育の日 
 １０日(火) 大島教育事務所学校訪問 
１１日(水) 見学学習・町陸上記録会 
１３日(金) 鎮西・実久地区小学校研修会(薩川小) 
１４日(土) 土曜授業・家庭教育学級・学級ＰＴＡ 
２０日(金) 音楽加配来校日，クラブ活動 
２５日(水) ＡＬＴ来校日 

 

「必要とされる時，人は輝く」  校長 田 中 竜 太 
 もう，20年以上前のことでしょうか。テレビで標題のド
キュメンタリー番組を視聴する機会がありました。内容は
こうです。認知症の高齢者が入居している施設で，幼児を

招いて入所者が昔の歌や遊びを教える機会を設定したとこ
ろ，症状が緩和されたというものでした。ふだん介護され
る側の人間が，指導役に回ることで自己有用感を
感じ，表情が生き生きとしてきたというのです。
番組の最後に先のタイトルが再登場し，胸をうた
れた瞬間のことが今でも鮮明に思い出されます。 
 先日，あるＩターンの方と話す機会がありました。私は，
前から疑問に思っていたことをぶつけました。「なぜ便利な
都会の生活を捨ててまで，こちらに来られたのですか。」そ

の方は答えました。「都会では何百，何千という人と道で行
き交うけれど，誰一人挨拶を交わす人はいません。都会で
は立派な家を建てた瞬間，老いてゆくまで馬車馬のように
働く生活が待っているのです。」と。「それを良しとするか
どうかは人間の価値観だが，自分は疑問に感じた。」と冷静
に振り返っておられました。そして，「どこに行っても声を
掛けてもらえる，今の生活に十分満足している。」と。 
 学校生活でもそうです。何千・何百人という大規模校と
異なり，人数が少なければ少ないほど，一人一人の役割は

大きく，「あなたがいてくれないと学校は困るんだよ。」と
いう無言の教えを，本校の子供たちは肌で感じているはず
です。一人一人が光り輝く場面をこれからも設定し，自己
有用感を醸成していくことが，大人になった時の自信につ
ながるものと確信しています。 
 
＜大運動会，無事終了＞ 
９月17日(日)，台風18号の余波が思いの外大きく，開催が危

ぶまれた運動会でしたが，開始時刻を

繰り下げ，何とか開会式を迎えること

ができました。式の最中，雨脚が強く

なり，一時テントに避難するハプニン

グもありましたが，鎌田瀬戸内町長様

の激励の言葉に，次第に雨も止んでい

きました。 

子供たちは，どの種目に対しても練習以上の力を発揮し，当日

勝敗の逆転する種目も多かったようです。また，得意の一輪車や

エイサーでは，会場から大きな拍手が沸き起こっていました。今

回，競技の中で特に目を引いたのが，

上級生の 1年生に対する思いやりのあ

る行動。練習期間が例年より短く，演

技に悪戦苦闘する２人に，声をかけた

り手を引いたりして励ます姿は，とて

も頼もしく，輝いて見えました。 

保護者・地域の皆様には，前日の準備作業が中止となったため

に，早朝よりテント張りや用具の出し入れに奔走いただきました。

また，風の強い中でしたが，様々な種目に進んで参加し，運動会

を盛り上げていただきました。 

最終的に，子供たちの方は紅組が，集落対抗は伊子茂・嘉入・

勢里チームが優勝でしたが，閉会式に臨んだどの顔も，満足感あ

ふれる，さわやかな笑顔でした。皆様，

本当にありがとうございました。八月

踊りを御指導いただいた花富集落，特

別参加の嘉入集落の方々には重ねてお

礼申し上げます。 

＜１学期の学校評価結果より＞ 
 １学期の学校評価では課題として，「考え・議論する道徳の授

業」「スポーツテスト結果を踏まえた体力づくり」「地域人材の活

用や地域との交流」が出されました。道徳の教科化を意識した研

修，個人カードを生かした体力向上，各種行事をとらえた積極的

な地域との交流を心掛けていくよう，職員で共通理解した次第で

す。 

 また，このことは，８月１日に開催した学校評議員会の中でも 

取り上げ，委員の皆様から助言をいただいたところ

です。なお，今年度の委員の皆様は下記の方々です。 

 

 

 

 

 

 

＜全国学力・学習状況調査結果＞ 
４月１８日(火)，６年生を対象に実施した「全国学力・学習状

況調査」の結果，本校の子供たちは「国語Ａ」においては全国平

均を若干上回ることができたものの，「国語Ｂ」「算数Ａ」「算数

Ｂ」では下回りました。（Ａは基礎的な知識，Ｂは思考力に関す

る問題）この結果を受け，夏休み明けの職員研修では，全職員で

問題の分析に当たったり，指導法の見直しを協議したりしました。

また，Ｂ問題対策として今年度取り組んでいる「伊子茂塾」の継

続・充実と，家庭と連携した各学年の家庭学習目標時間の達成(学

年×10分＋10分)にも，取り組んでいきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

◇ 長年の懸案事項であった渡り廊下鉄骨腐食に伴う改修工事

が，町教育委員会と連携の下，夏休み中に無事終了しました。

鉄骨から木造に改修され，錆にも強くなっています。 

◇ 鹿児島県では，10 月より自転車保険への加入と子供のヘル

メット着用が義務化されます。詳細については，関係パンフレ

ットや鹿児島県ＨＰ等を御覧ください。 

◇ 学校で飼育していたニワトリが３月に死んでしまい，長い間

寂しい思いをしていましたが，９月になって花富 

 集落の◇◇区長様から２羽提供していただきました。 

 子供たちは大喜びで，目下名前を考案中です。 

   【９月号】   平成２９年９月２５日発行  伊子茂小学校 ＴＥＬ７６－００１８ 

 

                                 

 

 

 

瀬戸内町立伊子茂小学校 児童数 総計 
平成２９年 

９月２１日現在 
１年 2年 ３年 ４年 ５年 ６年  

11名 
２ ０ １ １ ２ ５ 

 

入選・入賞おめでとう 

県作文コンクール  町審査 

【特選】１年 ◇◇◇◇◇「およげるようになったよ」  

６年 ◇◇ ◇◇「夏の夜空を見上げて」 

【学校評議員の皆様】敬称略 

◇◇ ◇◇（元教育長）  ◇◇◇◇◇（伊子茂区長） 

◇◇ ◇◇（於斉区長）  ◇◇ ◇◇（花富区長） 

◇◇  ◇（勢里区長）  ◇ ◇◇◇（押角区長） 


